
議事概要 

 

イ ベ ン ト 第 2 回 えどがわ防災女性ミーティング 

日 時 2024 年 1 月 20 日（土）10:00～11:00 

場 所 グリーンパレス 

内 容 １ オープニング:危機管理部防災危機管理課 

• 防災危機管理課⾧より挨拶 

 

２ 今日の進め方について:危機管理部防災危機管理課 

• グループごとに共通テーマと個別テーマについてグループワークを行う事を説明 

 

３ グループワーク 

【①共通テーマ】 全グループ共通のテーマに関して、自分たちが避難者の立場と仮定して議論を行う 

【②個別テーマ】 グループごとに異なる内容について議論を行う 

 

●グループワーク ①共通テーマ:自分達がいる避難所ではリーダー等に年配男性が多く、女性や子供など

への配慮が足りていないようだ。一方で近隣の避難所にいる友人から状況を聞くと、その避難所では女性や子

供などに配慮した避難所運営が行われている。今後の避難所生活についてどうしますか。 

「グループワークで出た主な意見」 

• どのグループもまずは今避難している避難所のリーダーや責任者に相談するとの意見が多かった 

• 全体で見た場合には他の避難所へ移ることを考えるとの意見もあった 

 

●グループワーク ②個別テーマ:避難所生活と備蓄物資について 

「グループワークで出た主な意見」 

A グループ 

• 災害時は気持ちが高まったり、落ち込んだり感情の浮き沈みがあり、ストレスが強くかかる。メンタルケア 

として話し相手が必要。 

• 男女問わず、個人空間の確保が必要。時間制限を設けても良いから、そういった場所を確保したほうが

良い。 

• 心理カウンセラーや社会福祉士などが巡回し、避難者のケアをする事が大事。 

• 災害用の備蓄品ではなく、普段からよく食べているお気に入りの食べ物を多めに保管し、災害時も食べら

れるようにするという考え方もある。備蓄品としてのクラッカーやアルファ米はさすがに食べ飽きる事が想像で

きる。 

• 学生は制服で非難する可能性が高く、特に女性はスカートを履いているかもしれないので、避難所に寒

さ・防犯対策のためにもズボンの備蓄が欲しい。 

B グループ 

• 避難所となる学校へ土足で入ってきてしまうことが課題。校舎入口やトイレ前などに雑巾や足ふきマットな 

どを敷くことで対応可能ではないか。 

• あらかじめ決まった人だけが避難所運営を行うのではなく、やる気や関心のある人などが運営に入りやすい

環境を作る事が大事。避難所運営協議会の役員は年配者も多く、若い人の意見を知ることも必要であ

り、そのような機会を作ることも大事。 

• 基本は家庭内備蓄であることを区民へ伝えたい。 



• 粉ミルクの備蓄はあるが、この数では本当に必要な方への準備が足りているのかと察するため、「足りない

と困るから」といった形での配布は避けたい。また被災しているからこそ免疫的に母乳が必要不可欠。哺

乳瓶は洗えないので、紙コップでの授乳を推奨する。 

• 女性用品や生理用品、下着等の受渡しには女性スタッフに担当して欲しい。 

C グループ 

• 地域、学校、区役所の人と顔の見える関係があれば避難所でも相談しやすい。 

• 町会に入っていないため、避難所運営に意見を言いにくい。 

• 避難者を避難所運営にいかに巻き込んでいくかが大切。 

• マンホールトイレの設置は時間を要したため、避難所運営訓練を頻繁にやっていくことが必要。 

• 備蓄量が少ないため、地域に備蓄倉庫を置いて更なる備蓄を。 

• 避難所に持参した備蓄品を食べた後、余った分を他の人にあげられるか迷う。 

• 備蓄を増やしてもローリングストックを考えないといけない。 

 

D グループ 

• 男性、女性、ジェンダー問題もある。ジェンダーへの配慮は大切。 

• ジェンダーの場所を作っても実際気にして入れない。子供が遊べる部屋などもあればよい。ジェンダーと思 

わせない場所の提供が必要ではないか。 

• トイレ問題としては、水が流れない時のために黒のポリ袋などを使ったりして、もっともっと防災訓練を行う事

が必要。 

• 生理用品をトイレに配置すれば、人目を気にせず使えるのでそうしてもらいたい。 

• 被災地を見ているとどうやって炭水化物を取るのかがわからない。 

• ホットタオルや身体を拭くボディシートなどが必要。 

 

⇒グループワーク終了後、次回の進め方について説明 

以上 

 


